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冷徹な魔法使いは奴隷少女と愛を知る　第３話






粟生慧・著

貴一みや・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








　バルバロスの部屋には清潔でまっさらな紙の匂いとインクのかぐわしい香りが漂っている。

　木の机の上には何冊も本を積み上げてあり、リアはそのうちの一冊を手にし、床に灰で魔方陣を描いていく。灰は森で採ってきたハーブを燃やしたものだ。

　バルバロスは相変わらず毎日、本を広げたり地図を眺めたりして何か調べ物をしている。

　四大精霊の召喚方法を学ぶ傍ら、リアはバルバロスから人間以外の種族についても教えてもらった。

　この世界には、精霊を司る神族と魔物を司る魔族、そして人間がいる。

　それぞれの種族が結婚することもあるし、混血の子供が生まれることもあるそうだ。

　人間が一番得意とするのは獣を操り、精霊に属するものと契約を結ぶことらしい。

　リアはそのうちのどれもまだ満足にできていない。だから毎日猛特訓だ。

「魔法使いは杖を持たないんですか？」

　村や町にいる呪い師は全員何らかの素材の杖を持っている。けれど、リアはバルバロスがそれらしいものを持っているのを見たことがない。

「杖は魔法を使うときの補助道具だ。魔法使いにそれらは必要ない。自分自身が魔力や魔法の源だからな」

「そうですか……」

　自分も体のうちに魔力を持っている。確かに杖を持っていなくても多少の魔法は使えるようになった。呪い師にはそれができないということらしい。

「でも杖があったらすごく便利じゃないですか？」

　すると、バルバロスがリアを見つめて、自分の左手を差し伸べた。

「これをごらん」

　リアは言われたとおり、バルバロスの左手を見た。細い指には青と黒の石がはまった指輪がある。

「魔法使いはこの指輪に魔力をためておく。魔方陣も呪文もなしに魔法が発動するようにしておくのだ。それは代々の魔法使いが受け継ぐこの指輪にだけできることだ」

「他の二人の魔法使いも同じですか？」

「他の二人もそう言ったものを持っている。指輪という形ではないかもしれない」

「そうなんですかぁ……」

　リアは感心してつぶやいた。

「それよりも魔方陣を描き終えねばいけないのではないか？　日没までに召喚しなければならない精霊がいるのだろう？」

「あ、そうでした！」

　リアは慌てて魔方陣を描く作業を続けた。




　今日は光の精霊を召喚する練習をしたけれど、呪文の唱え方が悪かったらしく不発に終わり、リアは夕食の準備と洗濯物を取り入れるために外に出た。

「火の精霊を使役できたら燻製も簡単にできるのにな」

　もうすぐ来る冬に備えて、リアは燻製をたくさん作り置きしていた。燻製器から豚肉の塊を取り出して清潔な布で包む。

　それを持って塔に入ろうとしたとき、背後でかすかな気配がした。

　驚いて振り返ると、赤毛の縞模様の子猫がか細い声で鳴きながら、リアを見上げている。

　まん丸い赤銅色の瞳に大きな耳、長くてしなやかなしっぽの可愛らしい子猫だ。

「まぁ！」

　リアはあまりにも可愛い子猫を見て、興奮して声を上げた。

　けれど子猫は痩せていて、とてもおなかをすかせているようだった。

　何度も体をリアの足にすり寄せてくる。

　リアは腕の中の豚肉と子猫を交互に視線を移す。子猫を見ていると自然に頬が緩んでくるのがわかる。

（なんて可愛いの！　今ここで豚肉をあげたいけど、ナイフがないし……）

　それで思い切って、塔の中に子猫を導き入れた。

「子猫ちゃん、こっちにおいで。ミルクとご飯をあげるから」

　すると、子猫は「みゃーん」と嬉しそうに鳴いて、ミアの後ろをついてきた。走る度にコロコロと転がるのが可愛くて仕方ない。

　小さな赤い毛玉を見守りながら、ゆっくりと階段を上がっていく。

　子猫は器用にちょこちょこと階段を上って、リアの後ろを健気に追いかけてくる。

　その様子が手足をジタバタさせたくなるくらいに可愛かった。

（バルバロス様に頼んで、この子猫をうちで飼いたいってお願いしようかしら）

　本気でそう思い始めた頃、台所のある部屋にたどり着いた。

　扉を開けて子猫を招き入れ、テーブルに豚肉の燻製を置くと、保存の利く木箱に入れておいた牛乳を取り出し、皿に注ぐ。ハムもナイフで小さく切って皿に盛り付けた。

　懸命に首を伸ばしてこちらを見上げている子猫の前に皿を置いて、リアは優しい声で話しかける。

「さぁ、お食べ。すごくおいしいわよ」

　すると、おとなしく皿の前に座っていた子猫が、皿の肉を口いっぱいに頬張って夢中で食べ始めた。

　見る間に痩せたおなかがぷっくりと膨らんでくるのがわかる。

　おなかがいっぱいになったのか、子猫は小さな前足を舐めて顔を拭い綺麗にし始めた。ひとしきり毛繕いをし終わると、椅子に座ったリアの足下にすり寄ってきた。

　すっかりリアになついた子猫を抱き上げて、膝に載せる。すると子猫が何か言いたげにリアを見上げて「にゃーん」と鳴いた。

「可愛いなぁ……、すごく可愛い……」

　リアは思わずつぶやいていた。何度も何度も子猫を手のひらで優しく撫でつけていた。そうして時が経つのも忘れて子猫を撫でているうちに、リアは子猫が可愛くて可愛くて堪らなくなってきた。

　夕飯を作るのも忘れて、このまま永遠に子猫と戯れていたいと思った。

　子猫の仕草の全てに心が浮き立つのを感じる。

　とうとう子猫のふわふわとした体を頬に寄せてキスをした。

「本当に可愛い！　絶対にうちの子にするわ」

　リアがそう言ったとき、腕の中の感触が変わった。

　体を抱きかかえられて、誰かに拘束されたような感じになった。

　本当ならそこで驚いて叫んでしまうのに、なぜかそんな気にならなかった。

　むしろ陶酔したように「気持ちいい」とつぶやき、ゆりかごに揺られているような気分になっていた。

「そう、気持ちいいよね……」

　赤毛の子猫だった人物が甘い声で囁いた。

　甘くてしっとりとした声に、リアの体が痺れてくる。

　リアの体を抱きしめて椅子に座っているのは、真っ赤な髪の少年だった。リアと変わらない年頃の少年は黒い皮の手袋をはめた手で、リアの頬からうなじを撫でる。
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「わぁ、すごい……。こんな魔力の塊、初めて見たよ」

「……そうですか？」

　リアは夢見心地でつぶやいた。

「僕の研究対象にしたい。絶対連れていきたい。バルバロスなんかに独り占めさせるのはもったいないよ」

「……研究対象？」

「そうだよ」

　少年は嬉しそうに答えた。

　リアの体からはすっかり力が抜けて、ぐったりと少年に凭もたれかかっている。

「あなたは……、誰ですか？」

　リアは朦もう朧ろうとする意識の中で精一杯理性を働かせて尋ねた。

「僕はオルキュラス。力を統べる魔法使いだ。もう僕たちは出会ってるね？」

　数ヶ月前、弱り切ったバルバロスを攻撃してきた魔法使いだ。

「あなたは……、バルバロス様を……」

　抵抗しようとしたけれど、リアの体は液体のように蕩けきっている。むしろ、オルキュラスと抱き合っていたい気さえするのだ。

（こんなことって……ありえない……！　体や心が思うようにならない）

　リアは焦り始めたけれど、その感情もすぐに萎えてしまう。

「あのときは魔族の血が騒いじゃって、すっかり魔族の僕になっちゃってたけど、今はちゃんと人間の意識を保ってるから大丈夫だよ」

「ま、ぞく……」

　リアはバルバロスから教えてもらった種族のことを思い出した。

「この間はごめんね。勝手に侵入されたのと、見てほしくない場所を見られちゃったから、ちょっと感情が昂たかぶっちゃったんだ」

　あのとき、水鏡で見た光景はオルキュラスの住処すみかだった。普通なら入ることすら許されない場所に、リアは易々と入り込んでしまったようだった。

「誰も入れない場所なのにね、君は本当に凄いよ」

「わ、わたしなんか……」

（なんで研究しようって言うの……？）

　問いたげな瞳で自分を見るオルキュラスの真っ赤な瞳を見つめ返した。

「どうしても魔族の魔力じゃない、純粋な魔力が必要なんだよ」

「純粋な……」

「そう、君みたいな魔力だ。知識を統べる魔法使いと並ぶ、聖なる魔力だよ」

「じゃ……あ、その魔法使いに……」

（頼んでください）

　なかなか言葉にならない。もどかしげに体を捩るけれど、がっしりと少年に抑え込まれていて自由が利かない。

「君に僕のドラゴンを孵してほしいんだ。赤ちゃんドラゴンはきっと可愛いよ。君になつくかも。ひな鳥みたいにさ」

「……ド、ラゴン……？」

「そうさ。聖なる神獣のドラゴンだ。僕の魔族の力では神獣を孵すことができないし、〝知識を統べる魔法使い〟には訳ありで頼めないし、ほら、君のバルバロスは魔力が尽きてるだろう？　頼めるのが君しかいないんだよ」

　オルキュラスの赤い瞳が魅惑的に輝く。少年の不自然なほど赤い唇が熟れた果実のようで甘そうだ。端正な面立ちにどこか淫靡な雰囲気を漂わせている。

　あらがえないほどの色香に、心が揺らいでくるし、体が意思に反して火照ってくる。

（なんで……!?）

　リアは恥ずかしいのと悔しいのとで顔を赤くした。

「僕の魅惑の魔力のせいだよ。魔族はみんな使えるんだ。淫魔の力でもある。僕の母が淫魔でね、人間の父と交わって僕が生まれたんだ。おかげで、魔力の強い人間として魔法使いの後を継ぐことができたんだけどね」

　ますます力を込めてオルキュラスがリアを抱きしめる。そんなふうにされると、体が勝手に熱くなり、子宮が疼いてくる。

「……い、や……」

「嫌じゃないよ。君は僕といっしょに来て、ドラゴンの卵を孵すんだよ。ね？　お願いだからさ」

「だめ……、行かない……」

　すると、オルキュラスが頬を膨らませて不満げに言った。

「何でだよ。バルバロスじゃなきゃ駄目だって言う気？　体はとろとろになってるんだろう？　僕はバルバロスよりももっと君を気持ちよくしてあげられるよ」

「いや、いや……」

　リアは必死で首を振った。

　すると、オルキュラスが猫のような瞳を皓々と光らせて、意地悪そうに言う。

「なんだか腹が立ってきた……、感情が高ぶると、人間の意識が消えて魔族になっちゃうのに……。このままだと君に酷く当たってしまうかもね」

「いや、です……。オルキュラス様のところへはい、行きません……！」

　オルキャラスの頬が真っ赤になって、何かたがが外れたような顔つきになった。

「じゃあ、このまま連れていこうか。こんなに頼んだのに、言うことを聞かないなんて……。魅惑の魔法も解いてあげないから。死ぬまで僕の性奴隷にしてやるよ」

「いや……、バルバロス様……！」

　リアは思うようにならない体を捩らせて暴れた。力が入らない四肢は頼りなく揺れるだけだった。

「血も見たくなってきたな。おまえの体を切り刻んで、生き血を味わってもいい」

　オルキュラスはすっかり顔つきが変わり、耳が尖り、耳のすぐ上からメリメリと歪んでねじれた角が生えてきた。もはや先ほどの美少年の面影はなくなってしまった。

　リアの体を掴む手の爪は鋭く伸び、キリキリと彼女の肌に食い込んでくる。

「い、や……」

　それなのに、リアの体は熱くじんじんしてくる一方だった。体が魔物を受け入れたいと願っているのが信じられない。

　そんな自分に絶望して、リアの瞳から涙が溢れてきた。涙だけがリアの思うとおりにできた。

　もう駄目だ、死んでしまいたいと思ったとき、鋭い光に部屋中が包まれた。

「オルキュラス！　リアを離せ！」

　指輪をはめた左手を掲げる、バルバロスの姿があった。

「うおおおお」

　魔物に変わり果てたオルキュラスがひるんだ。片手にはリアを掴み、バルバロスの攻撃から身を守るように光を腕で遮っている。

「光の精霊を召喚した。闇の魔族には辛い光だろう！」

「おおおお」

　うめくことしかできない魔物は、前後左右を光に包まれて身動きが取れないようだった。

「いくら〝力を統べる魔法使い〟でも魔物に変わり果てれば、ただの魔族でしかない。わたしと渡り合うことすらできないだろう？」

　光によってひるんだオルキュラスは、次第に体を縮ませて、力なく膝をついた。

「他のものよりも強くとも、魔法使い同士では争うこともままならないはずだ。諦めて、リアを自由にするのだ」

　バルバロスの言葉に従って、渋々といった様子でオルキュラスはリアを手放した。

「ううううう」

　少しずつ我を取り戻しているのか、オルキュラスが低い声でうなる。元の姿とまではいかなくても、少年の姿に戻ったオルキュラスは、恨めしげな目つきでバルバロスを睨んだ。

　魔物に変身したときの名残である角が、ふさふさとした赤い髪の間から覗いている。

「光の精霊は苦手なんだ……」

　悔しそうにオルキュラスはつぶやいた。

　床に倒れたリアのそばに、バルバロスが急いで駆け寄る。

「大丈夫か、リア？」

「魅惑の魔法を鎮めるには誰かがリアを慰めないといけないよ」

　ふうと疲れ切ったため息をつくオルキュラスをバルバロスは鋭く睨みつける。

「理性が戻ったか、オルキュラス」

「だって、なかなか承知してくれないからイライラしちゃったんだよ。こんなこと滅多にないんだよ？　ドラゴンの卵を調達するのは大変だったんだ。どうしても卵を孵したかったし……」

　ぶつぶつとオルキュラスが言い訳した。

「それならば、〝知識を統べる魔法使い〟と協定を結んで力を貸してもらえば良かっただろう、わたしとおまえが協定を結んでいるように」

「うーん、〝知識を統べる魔法使い〟は……、ちょっとね……」

「今はおまえに協力する気はない。協定を結んでおきながら二度もそれを破ったからには、わたしたちに近づけば容赦なく潰すからな」

「じゃあ、最後にお願いを聞いてくれたら、もうリアに干渉しないよ」

　オルキュラスがやんちゃな笑顔で頼んできた。

「話を聞きたくない。消えろ」

「仕方ないな……、この卵、肌身離さず魔力で温めてよ、お願いはそれだけだから。大きくなったら迎えに来るけど、そのときは勘弁してくれる？」

　ギロリとオルキュラスをバルバロスが睨みつける。

「リアが絡むと、冷徹なおまえも感情的になるんだな。それほどこの娘はおまえにとって大切な存在なのか？」

　オルキュアラスが興味津々に訊ねてきた。

「そうだ。リアはわたしの命そのものだ」

「弱みを見せたら魔法使いはおしまいなのに……。それでもおまえはリアを自分の命とまで言うんだね」

「去れ！」

　バルバロスが一喝すると、オルキュラスが肩をすくめる。

「やれやれ……、じゃあ帰るとするよ。ただし言っておくけど……、バルバロス、おまえが背負った重荷がいつかおまえを殺してしまうかもしれないよ」

「そんなことにはならない」

　それを聞いたオルキュラスは軽く笑い、空中から卵を取り出して床に置くと、跡形もなく消え失せた。

　バルバロスがどんなに力を凝らしても、同じ魔法使いからの侵入は拒めない。だからこその協定なのだが、オルキュラスが理性を失って魔物と化し、リアを二度も襲ったからには協定はなかったも同然だった。

　次にオルキュラスがリアの前に現れれば、そのときこそ命を賭けてでもオルキュラスを殺し、リアを危険から守らねばと、バルバロスは固く誓った。

　そのとき、

「ん、ん……」

　と腕の中のリアが切なげにうめいた。

「リア」

「バルバロス様……」

「もう大丈夫だ。オルキュラスは去った」

　それを聞いてリアはほっとしたけれど、体の火照りは止まない。バルバロスの腕に抱きしめられているだけで、下腹部がズクンと疼いてしまう。

「バルバロス様……、わたし、体が……」

　リアは熱を持って疼いている下腹部を彼の体に押し当てながらもじもじと小声で告げた。

「体が火照ってなんだか変です……」

　それを聞いたバルバロスは彼女の額にキスすると、そのまま抱き上げる。

「魅了の魔力で、性欲が刺激されたのだ。わたしが鎮めないとおまえは何日も苦しむだろう」

「そんな……」

　リアは驚きながら熱いため息を吐いた。

「安心おし。わたしがそれを鎮めてあげよう」

　そう言って、バルバロスは台所のテーブルの上に、リアを仰向けで寝かせた。

　テーブルの縁から、リアの両脚がぶら下がる。その間にバルバロスの腰が割って入った。

　リアの官能がぞくぞくと湧き上がってきて、全身に広がる。

「バルバロス様」

　いつもならこんな場所で、バルバロスに求められたら恥ずかしくなって拒否してしまいそうになるのに、今日は火照る体がそれを拒まない。むしろ歓喜で震えるほどだ。

　両太腿を自ら広げて、彼を誘ってしまう。彼の腰に股をこすりつけると、濡れそぼった花の香りがふわりと辺りに漂う。

「いつになく淫らだ……」

　焦れったそうにしているリアのふっくらとした唇をバルバロスが奪う。

　リアは口を大きく広げて、彼のよこしまで淫靡な舌の動きを捕らえて、自分の舌を絡ませた。

　クチュクチュと水音が跳ねる。

「バルバロス様……！」

　テーブルに肘をついた彼の腕にリアは腕を巻き付けて、もっと欲しいという気持ちを込める。

　濡れた股の奥から、止めどなく蜜が湧き上がる。押しつけられたバルバロスの股間もリアの欲望に呼応して膨れているのがわかる。

　喜びにリアの心が舞い上がった。

　切なく甘い感覚に浮かされて、リアはバルバロスのキスをもっと欲しがる。

　彼女の欲しがるままにバルバロスもその白い肌に唇を寄せて、情欲のままに強く吸った。

　肌を滑る唇は淫らにしっとりと濡れて、リアの震える皮膚に吸いついてくる。

　腰に股間を押しつけながら、ふるふると震わせると、茂みの中のかわいらしい赤い実がじんじんと痺れ始める。

　すぐにでもそこに触れて、激しく弄ってほしくなって、甘いため息を漏らしてねだってしまう。

「バルバロス様……、はぁ……、お願いします。あそこに触ってください……」

　いつもなら恥ずかしくて口にすることなどない切望が、リアの口から勝手に漏れ出てくる。

　それなのに、バルバロスはすぐにそこに触れてくれない。それどころか焦らすように、リアの胸に手をかけた。

　ボタンを外し胸をはだけると、毎日もみほぐされて柔らかく大きくなった乳房を、バルバロスは手に包む。
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　丸みを帯びた乳房の気持ちよさを味わうようにゆっくりとなで回し、ゆっくりと乳輪に指を這わせた。

　親指がリアのぷっくりとした乳首を潰しては捏ねる。

　ピンク色だった乳首が徐々に血の気を帯びて赤くなった。

「胸だけじゃ……」

　リアはさらにねだって腰を揺らした。

　バルバロスがふっと微笑み、片手でリアの乳首を弄りながら、腰に手をやった。

　大きくなった彼自身を取り出し、リアの濡れた甘い香りを放つ恥部に押し当てる。

　濡るつくそこは彼の大きなものを難なく呑み込み、強く引き締めて絞った。

　膣壁がきゅうと密着し、バルバロスを締め付ける。

　バルバロスがくっと眉をしかめた。

　魔力を吸収する必要のなくなった愛の営みでは、彼も普通の男と変わりなかった。

　リアとの交わりを楽しみ、その行為に耽溺する。

　リアも意識が遠くなることがないので、何度も彼を欲しがった。

　ぐいと押し込まれ、子宮が痙攣する。胸を同時に責められて、赤い実がじんじんと疼いてさらに蜜道が狭まる。

　バルバロスを感じられる場所、全てを弄り尽くし、めちゃくちゃにして欲しいと体がせがんでいる。

「もっと……！　バルバロス様ぁ、もっと激しくしてぇ！」

　ズンズンと彼がリアの中を蹂躙する。

　襞が肉棒を舐め、吸い込んで離さない。

　根元から引き絞り、彼の精を飲み干していく。

　子宮に何度も彼の情欲を受け止めても、なお快楽を体が求めてしまう。

　早急な吐精に彼も満足を感じないのか、腰の動きを止めないまま、彼女の中を味わっている。

　腰を大きく動かして、何度も固い男根でリアの柔らかで熱い膣を抉った。

「ああん！」

　リアも腰を強く彼に押しつけて深くペニスを咥え込もうとする。

　激しい抽送でも彼女の欲望は満たされない。もっと深くに彼を感じたくて、リアは上体を起こし、彼の体に抱きつき、腕を首に回した。

　バルバロスが、リアの体を軽々と抱き上げる。

　リア自身の体重で、剛直が深々と彼女の胎内を貫き、子宮の入り口を押し上げる。

　体の中心を鮮烈な電流が流れたように感じて、リアは背を反らして喘いだ。

「あ、ああああ！」

　子宮とクリトリスで意識ができているように感じられるほど、その衝撃は大きかった。

　ビクビクと体を震わせつつも、ぎゅっと両脚をバルバロスに絡ませる。

　涙目で彼女が上を向くと、バルバロスが恍惚とした表情で彼女を見返した。

　以前ならば余裕の顔つきをしていた彼が、今は素のままで自分を抱いてくれることが嬉しいとリアは思う。

「バルバロス様……！」

　腰をさらに深く押し当てると、彼が激しく彼女の腰を揺さぶる。

　赤い実が彼の服にこすれて火がついたようにカッと熱くなった。

　リアは精一杯バルバロスの首にしがみつき、頭を上向かせて、彼の口づけを貪った。

　温かな塊を口の中で擦りあうと、リアの背筋にぞくぞくとした震えが走った。

「ふあああ……ぁ」

　それに合わせるようにして、膣壁も蠕動する。奥へ奥へとペニスを呑み込んでいく。

　クチュクチュと舌を絡ませて、リアはバルバロスの甘い唾液をすする。

　頬が熱く火照り、いくらでも彼を求めてしまう。

　パチュパチュと臀部が彼の腰に当たる音が響くけれど、リアの感覚は快感に支配されて、いつものような恥ずかしいという気持ちすら沸き起こらなかった。

「気持ちいい……」

　うわごとのようにつぶやき、自分から腰をもぞもぞと動かす。

　自分の思うとおりにいかず、もどかしく思っていると、それを察したようにバルバロスが激しく揺さぶってくる。

　体の芯に悦楽の棍棒を突き当てられているような言葉にならない官能に、リアは泣きながら嬌声を上げた。

「あ、あん……！　ぁあ！　ぁん！」

「リア……」

　バルバロスの動きがひとしお速くなり、突き上げてくる衝撃も激しくなってくる。

　昂ぶりが自分の意識と体を高みに押し上げていくのを感じながら、バルバロスの荒い息づかいにどこか満足感を覚える。

　どんどん意識が追いやられて、歓喜が全身に満ち溢れる。

　リアが気をやるのと同時にバルバロスも何度目かの精をリアの子宮めがけて放った。

　彼女の体が小刻みに震え、硬直する。

「あ、あ……ぁぁあ……」

　甘い余韻に浸りながら、リアは自分に深々と刺さっているバルバロスの存在を、全身で味わっていた。

　とろりと内腿を白い体液が流れ落ちていくのがわかる。それがなんだか嬉しいと感じるリアだった。




　リアは床に落ちた衣服を拾い上げながら、オルキュラスが置いていった顔くらいある卵を持ち上げた。

「これがドラゴンの卵……、ですか」

　両手に卵を持ってつぶやくリアを背後から抱きしめ、バルバロスが囁く。

「神獣だ。とても美しい生き物だ。一度は見せてやりたいとは思っていたが、まさかこんな形でお目にかかろうとは思わなかった」

「わたし、ドラゴンなんて初めてです」

　卵はすべすべで、石のように固い。

「ドラゴンは希少種だ。ごく限られた場所にしか生息していない。それにこの生き物を保護しているのは〝知識を統べる魔法使い〟なのだ」

「え？　じゃあ、なぜ……」

　オルキュラスが持っていたのか？　と聞こうとすると、

「おそらく〝知識を統べる魔法使い〟に頼れないと言っていたところから察するに、彼のところから盗み出したのだろう」

「自分では孵せないのに盗んだんですか？」

　リアはあきれかえった。

「魔族の血が騒いでしまったんだろう。魔物はいたずらをしてしまう種族でもある。オルキュラスは魔物の血が濃い。ああやって理性を保って人間でいられるのは、修練のたまものなのだ」

「だから興奮すると魔物に変化してしまうんですね」

　バルバロスはリアが襲われそうになったときのことを思い出して、機嫌の悪そうな声音で答える。

「そうだろう。それに彼は寿命が非常に長いが、一度も弟子を取ったことがない。魔物に変化してしまうことに関係しているのだろうな」

　リアは自分が水鏡で見た光景を思い出した。

　暗くてじめっとした地下の廊下。うなり声が聞こえてくる扉。オルキュラスが見られたくなかったと言っていた場所。

　もしかするとオルキュラスはそこに潜んでいたのかもしれない。

　もしも魔法を研究するための部屋にいたならば姿を現していたはずだが、彼は決して自分の本当の姿を見せなかったからだ。

　あくまで水でかたどった姿しか見せなかった。

（オルキュラス様は多分、いつもはあの地下にいるんだわ……。そして自分の本当の姿を押さえ込んでいるんだ）

　でも、それはリアの勝手な推測に過ぎない。

（魔物と人間の混血だった彼はきっと想像できない人生を送ったのかもしれない。だから余計に普段の自分の姿を見られたくないか封じ込めないといけなかったのかも……。それなのに、私がそれを見てしまったから、余計に腹が立ったのかも……。殺そうとしたのは許せないことだけど、何か事情があるんだわ）

　リアは卵を見つめながら思った。

「本当に卵を孵すつもりか？」

　バルバロスの言葉で我に返る。

「は、はい。私もドラゴンを見てみたいし、手伝うつもりはないけど、このままにしておいたらドラゴンは死んでしまいます」

　バルバロスが困った様子で言う。

「それでは、オルキュラスのもくろみどおりだな。おまえの優しさにつけ込んだのだろう」

「いいんです。ドラゴンが孵ってもオルキュラス様に渡す必要や義務はないですから。約束をしたわけではないですし……」

　オルキュラスがドラゴンを悪いことに使うかもしれないと、リアは心配になってそう言った。

「リアはずる賢いところがあるのだな」

「ドラゴンが心配なだけですっ」

「言葉のあやだ」

　バルバロスが慌てた様子で言いつくろった。




　それから毎日、リアは卵を懐に抱っこして過ごした。できるだけ卵を意識して、魔力をそれに注ぎ込む。そのたびに卵の表面が淡く光った。

（もしも、オルキュラス様が卵に魔力を注いでいたらどういうことになったんだろう……）

　その興味は温めている間中、リアの頭にあった。

　純粋な魔力が必要だとオルキュラスは言っていた。オルキュラスの魔力は純粋ではないということなのだろう。

　ひと月近く卵を側に置いて魔力を与え続けていたある日、コツコツと卵を内側から小突く気配がした。

　リアは慌てて、バルバロスに告げる。

「バルバロス様！　卵が孵りそうです！」

　卵を懐から出し、机の上に置く。布で安定させて、しばし眺めていた。

　コツコツコツ。

　たしかに卵から音が聞こえてくる。

　卵の表面に少しずつひびが入り、それが次第に大きくなっていく。

　二人が見守る中、卵のひび割れは小さな穴になり、そこからかわいらしい銀色のくちばしが覗いた。

「くちばし……？　鳥？」

「見ていてごらん」

　バルバロスに優しく諭されて、リアは口をつぐんだ。

　穴はどんどん大きくなっていき、くちばしが殻の外に出てきた、うろこに覆われた鼻面に続き、金色に光る瞳が穴から覗いた。それがしっかりとリアを見つめる。

「クルル」

　ふいに鈴を転がすような声が卵から聞こえた。

「クルル、クルル」

　ドラゴンの雛はしきりに鳴き始めた。その頃にはすっかり殻から上半身を出して、つぶらな瞳でリアを見つめている。

　銀色に照り輝くうろことくちばしを持った美しいドラゴンだった。

　前足は光に霞んで見えるほど薄い皮膜の翼だ。後ろ足はまだしっかりとしていなくて、よろめいている。しっぽは長く、その先には白い羽毛が生えている。
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　よろめく体をテーブルに突いている翼で支える。地面に下りたコウモリのようだが、こちらは雛ながらも威厳がある。

　ドラゴンの雛が、信頼しきった金色の瞳をリアに向けて何度もかわいらしく喉を鳴らす。

「か、可愛い！」

　猫とは違う愛らしさに、リアの心がキュンとなった。

　ひと月近く温めていただけに、ドラゴンに対してひとかたならぬ親近感と保護欲が湧いてくる。

「名前を付けようか？」

　バルバロスに言われるまで、リアはうっとりとドラゴンを見つめていた。まるで、かわいらしさに魅了されたようになっていた。

「このドラゴンまで魅了の魔力があるように思えるな」

　バルバロスが面白そうにリアに言った。

「本当に可愛いからですっ」

　あのときのことを思い出し、リアは頬を真っ赤に染めて反論した。

「名前……、ですか」

　バルバロスの言葉を繰り返し、リアはドラゴンを見つめた。

　ドラゴンが首をかしげてリアに視線を注いでいる。

「いい名前が思い浮かびません……。銀色だからシルヴァーとしか……」

　すると、ドラゴンが「クルル！」と鳴いた。

「シルヴァーという名を気に入ったようだ」

　バルバロスの言葉をリアはいぶかしげな様子で聞き返す。

「本当ですか？」

「ドラゴンは知能が高い。すでに我々の言葉を理解していると思う」

　それを聞いて、リアは心底驚いた。

「ええ、まだ赤ちゃんですよ！」

「白龍は賢者でもある。シルヴァーはいずれ知識と知恵のドラゴンになるだろう」

「そんな凄いドラゴンなんですか……」

　リアは目を丸くしてシルヴァーを見つめた。そんなリアに向かってドラゴンは無邪気に鳴いてみせた。




　リアは勉強の合間にシルヴァーの世話をした。シルヴァーは生まれてすぐに飛べたので、リアの肩によく掴まって、いっしょに本を覗き込んだり、リアが呪文の詠唱をするのに合わせて可愛い声で鳴いた。

　彼女によくなついて、手ずから果物を食べる姿はまるで普通の猫や犬といったペットと変わらなかった。

　シルヴァーは、ひと月も経つと猫ほどの大きさになった。

　ひと月ごとに一回り大きくなり、とうとう大型犬ほどの大きさまで成長した。

　けれど、シルヴァーはまだ仔ドラゴンで、成獣にはほど遠そうな様子だ。

　リアにとてもなつき、いつでもどこでも彼女の後ろをついて回った。

　いつも台所の階に寝かしつけていたが、ほんのちょっとの物音でシルヴァーは怖がって、大きな声でリアを呼んだ。

「クルルルルル!!」

（コワイヨ！）

　その声があまりにも大きくて、リアはすぐ目を覚まして台所へ行き、シルヴァーを抱きしめると、その艶やかな銀色のくちばしに唇を寄せ、なだめる。

「大丈夫よ……、怖いものなんてないわ」

　台所にはネズミも出ないし、シルヴァーが何におびえているのかわからなかったし、台所に置いてあるものが落ちている気配もない。

　塔は御影石のような固く黒い大理石でできていたけれど、塔の内部は普通の石組みでできている。

　分厚い絨毯のようなものが壁から垂れ、床には敷物が敷かれており、物音を立てるようなものは何一つなかった。

　それでも、夜中にシルヴァーに大きな声で鳴かれると、バルバロスに迷惑がかかるのではないかとハラハラした。

　そんなときはシルヴァーを自分の寝室に連れていって、抱きしめながらいっしょに眠ってあげるのだった。




　それからしばらくして、とうとうシルヴァーが羽を広げたら台所の大半を覆ってしまうくらいに大きくなってしまい、リアはどうしたらいいのかわからず、バルバロスに相談した。

「外に出すしかないだろう」

　バルバロスはあっさりとそう言った。

　確かに外に出すのは構わないけれど、怖がりのシルヴァーがそれに耐えられるかわからなかった。

　ただ、今のままだとシルヴァーが苦しむことになるのは目に見えてわかる。

　意を決してシルヴァーを外に連れ出した。

「シルヴァー、ごめんね。塔の中であなたを育てるには、部屋が狭すぎるの。これ以上大きくなってしまったら、塔から出られなくなっちゃう」

「クルル」

　鳴き声とともに、シルヴァーの片言の言葉が頭に届く。

（サビシイ……）

「わたしも寂しいわ」




　最初のうち、シルヴァーも不安そうだったが、次第に外の空気を楽しむようになってきた。

「雨をしのげるように樹木をシルヴァーの体を覆えるくらいに育ててやろう」

　樹木にバルバロスが左手を差し伸べると、見る間に樹木が育ち、地面に垂れ下がるほどのうっそうとした枝葉がしだれた。

「あなたのおうちよ」

　シルヴァーが喜んで屋根のようになったしだれた枝の下に潜り込む。器用に羽を折りたたんで、地面にうずくまった。

「クルル？」

（オウチ？）

「そうよ、あなたのおうち」

　リアはシルヴァーの首筋を撫でながら言った。

「これで安心できるだろう？　この緑の洞はシルヴァーの成長に合わせて大きくなるだろう」

　バルバロスがリアを優しそうな瞳で見つめた。

「はい！　シルヴァーも気に入ったみたいで良かったです」

　シルヴァーに与える果物の量はリアにはまかなえないくらいになっていたから、自分で食べるものを探すことができるように外に出したことは正解だったのだ。

「シルヴァーも、果物だけでなくいろいろなものを口にして、自分がドラゴンであることを学ばねばならない時期に来たのだ」

　バルバロスがリアの肩を抱き寄せた。

「果物以外のものを食べるんですか？」

「おそらく草や木の実や樹木の葉などいろいろだろう」

　リアは小さな馬くらいに育ったシルヴァーを見つめる。

「たくさん食べて、大きくなってね」

「クルル！」

（オオキクナル！）

　嬉しそうにシルヴァーは羽を広げて見せた。

　リアはいつもするように、シルヴァーの首を抱きしめて頬ずりした。こうすることでリアの魔力がシルヴァーに伝わるのだ。

「クルル！　クルル！」

（ナカヨシ！　ダイスキ！）

　と、嬉しそうに声を上げた。




　ただ、心配だったのはリアがいないことでシルヴァーがますます怖がりにならないかと言うことだった。

　外に出してから、やっぱりシルヴァーの怖がりが加速した。しょっちゅう、クルルと鳴いては塔にいるリアを呼んだ。

　リアも呼ばれる度に台所の窓から顔を出し、声をかけた。

「もうすっかり体が大きいのに、シルヴァーは何であんなに怖がりなんでしょう」

　あきれかえるリアに向かって、リアの食事に付き合い酒を飲むバルバロスが答える。

「ドラゴンは成獣になるのに何十年とかかる。体が先に大きくなり身を守れるようにはなるが、精神は子ドラゴンだ。まだ親が守ってやらないといけない頃なのだ」

　体が大きいからといって精神まで大人になるわけではないらしい。ドラゴンは成獣になるまではかなりの年月がかかるようだ。

「やっぱり塔の中にいさせてあげたほうがいいんでしょうか」

「塔は手狭だ。ドラゴンを住まわせる想定はしていない」

　こともなげにバルバロスに断られて、リアは肩を落とした。

「リアもシルヴァーを甘やかせてはいけない。怖がっていても、甘やかせば、すぐ鳴いて標的となる子ドラゴンになる」

　彼女は大きくため息をつき、

「ここは私が心を鬼にしないといけないですね」

　と決心した。

　その日からちょっとしたことで鳴いても、やたらと心配してシルヴァーの元へ行くようなことは控えた。

（シルヴァーにしたら、わたしに嫌われてしまったように感じるかしら……）

　窓から眠るシルヴァーを見下ろし、リアは寂しく思った。

　その後ろから、バルバロスがリアの肩を抱く。

「大丈夫だ。子ドラゴンもいつか理解する。ドラゴンは愚かしい存在ではない。何よりも知恵のある神獣なのだから」

「バルバロス様……」

（そんなこと言っても、やっぱり心配なのは変わらないわ……）

　すると、彼がくすりと笑う。

「そんな悲しい顔をしないでおくれ。シルヴァーにはわからずとも、シルヴァーをいつも見ていられる方法はいくらでもあるではないか」

　バルバロスに水鏡の存在を匂わされて、リアも心が落ち着いた。

（水鏡で時々様子を見てあげよう……、勉強の合間にでも見ることができるし……）

「そうですね……、バルバロス様」

　リアはバルバロスを見上げると、その胸に抱きついた。

　バルバロスが温かな瞳で見つめているのを見て、リアは彼の手を握り、その手を頬に寄せる。彼の手の甲にキスをした。

　そのキスに応えるように、彼がリアの頬を手のひらに包み込む。そっと顔を寄せて口づけた。




　それからほんの少し経っただけだというのに、あっという間に象ほどに大きくなったシルヴァーを見上げて、リアは感嘆のため息をついた。

　今日もいつものようにシルヴァーの体を布で拭っていた。そうしてあげると、気持ちいいのかシルヴァーもご機嫌だし、体も白く輝くのだ。

　けれどその日はあいにくの天気で、灰色の雲からは太陽の日差しすら差し込まない。

「お天気が悪いわね」

「クルル」

「お日様ぽかぽかの方が好きだものね」

「クルル！」

　シルヴァーがリアに賛同する。ひなたぼっこをするのが大好きなのだ。

「わたしも洗濯ができないから困ったわ」

　リアはシルヴァーと空を見上げながら、ため息をついた。




　その夜は酷い大雨になった。

　リアは心配で、窓の外からシルヴァーの様子を窺っていた。

　雷鳴が響きだし、とうとうシルヴァーが怖がって鳴くのが、聞こえだした。

　その声は悲痛で聞いているだけで胸が痛む。

「わたし、シルヴァーを慰めてきます！」

「こんな雨だ、おまえが外に出ても何もしてやれないぞ」

　いつ止むかもわからない雨の中、リアはバルバロスが止めるのも聞かずに走って出て行った。

「やれやれ……」

　バルバロスは仕方ないなと言うふうに息を吐いて、自分も外に出るため、塔の階段を下りていった。

　リアが外に通じる扉を開けた途端、強い風が顔に直撃した。塔にかけられた魔法のおかげで中までは雨に濡れなかった。

　けれど、塔から一歩でも出れば、あっという間にびしょ濡れだろう。

「リア、雨よけをしてやろう」

　バルバロスが風の精霊と水の精霊を呼び出し、リアの身にまとわせる。

　そうすると、雨は弾け、風はリアの周りでだけ凪いだ。

　バルバロスも自分にも同じことをし、リアとともにシルヴァーの元に駆けつける。

　案の定、激しい雷の音と稲妻の閃光でシルヴァーはパニック状態で、怖がって激しく鳴いている。

「クルルルルル!!　クルルルルル!!」

　長い尾をバタンバタンと振っていて、危なくて近づけない。

「シルヴァー！」

　リアが声を大きくして、子ドラゴンの名前を呼んだけれど、雨の音で、シルヴァーには届いていないようだった。

　それでも子ドラゴンをなだめようと、リアは危険なのを覚悟で、シルヴァーに駆け寄った。

「クルルルルル!!」

　コワイヨ！　と鳴くシルヴァーが、リアの目には小さな子供のように映っていた。

　ぎゅっと抱きしめてあげて、その不安を拭い去ってあげたかった。

「リア！」

　バルバロスが叫ぶのと、リアがシルヴァーの尾になぎ払われるのは同時だった。

「きゃっ！」

　シルヴァーの長い尾がリアの体に触れるか触れないか、そのとき??！

　バルバロスが左手をシルヴァーに向かって差し伸べ、魔力でその巨体を吹き飛ばそうとした。

　リアの目の前で、シルヴァーが宙に浮く。尾はリアに触れる前に魔力で固まった。

「シルヴァー!?」

　バルバロスの力は明らかにシルヴァーに害を与える勢いだった。

　けれど、稲妻の閃光とは違う鋭い光に、辺りが包まれて、雨が止んだ。

　時が止まってしまったかのように稲妻もなりを潜めた。

「!?」
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　バルバロスは自分の魔力の戒めが解かれていくのを感じてたじろいだ。

「まさか……」

　これほどに強い魔力を持つ者はこの世界に自分を含めてたった三人。

　天と知を統べる魔法使い。

　力を統べる魔法使い。

　知識を統べる魔法使い。

　白い神々しいまでの光が天から下りてきて、シルヴァーを包み込んだ。

　シルヴァーは眠ったように静かだ。

　地面にうずくまって驚いているリアへと、バルバロスは駆け寄り、彼女を支えながら立たせた。

「ポーラス……？」

　バルバロスがつぶやくと、光が形をなして凝縮していく。それは人ではなく、美しい光の精霊だった。

　ふわふわとなびくローブは光の煌めきに満ちていて、それをまとう精霊は男女の区別もつかないほど美しかった。

　けれどそのような高位の精霊を使役できるのは、バルバロスでもオルキュラスでも無理だ。

　たった一人、〝知識を統べる魔法使い〟のみだった。

「バルバロス様……」

　光の精霊が口を開いた。星屑を鳴らすような煌めかしい声音に、リアもうっとりとする。

「白のドラゴンに害を与えてはなりませぬ」

　バルバロスは悪びれもせずに答える。

「先に害を与えようとしたのはドラゴンの方だ。こちらは身を守るためになしただけ」

「稲妻におびえる幼子に対する仕打ちではございませぬ」

　リアはハッとして、シルヴァーの方へ駆け寄ろうとした。

　シルヴァーは精霊と同じ光に包まれて眠るように瞳を閉じている。

　駆け寄ろうとする体をバルバロスに引き留められる。

「バルバロス様、シルヴァーが……！」

　リアの言葉に代わって精霊が厳かに言った。

「このドラゴンは本来の持ち主であるポーラス様の元へ連れていきまする」

　リアには訳がわからない。

「ポーラス様？」

　シルヴァーの持ち主はオルキュラスではないのだろうか？

「このドラゴンは卵の時にオルキュラス様に盗まれました。元の持ち主が引き取るのは至極まっとうな理由でございます。ポーラス様の元で大切に保護され、成獣になるまで世話をいたしまする」

「やっぱりこの子は盗まれたんですか……」

「すぐに取り戻せば、こちらに迷惑がかかることはなかったろうに」

　バルバロスが忌々しそうにつぶやいた。

　精霊は澄ました様子で言う。

「オルキュラス様は決してドラゴンに危害を加えることはなさらないという判断でした。そして卵を孵すならば、必ずバルバロス様の元で庇護されているリア様を訪ねると判断されたのでございます」

「シルヴァーはポーラス様という方の元へ連れていかれるんですか？」

「さようでございます」

　リアは悲しそうにシルヴァーを見つめる。

「そこに行けばこの子は幸せですか？」

　精霊の表情はつかめないけれど、はっきりと言った。

「仲間がたくさんおりまする。ドラゴンの親も戻ってきたことを喜ぶでしょう」

「親……、シルヴァーには親がいるんですね！」

　それは喜ばしい情報だった。リアの表情は途端に明るくなる。

　それでも連れて帰るという話はリアの心を沈ませた。

「親がいるならば、リアも安心だろう」

　バルバロスがリアの心を見透かしたように慰めた。

「そうですね……」

　シルヴァーを実の親から引き離し、寂しいからと自分の元に置いておくというのは、あまりに身勝手すぎる。

「あ……」

　ドラゴンが孵ったら迎えに来ると言っていたオルキュラスのことを思い出し、リアは声を上げた。

「オルキュラス様のことでございましたら、すでにポーラス様とお話をされております」

「あの、オルキュラス様が諦められたの？」

　信じられず、リアは驚いた。

「リア、オルキュラスは魔物だ。〝力を統べる魔法使い〟は神霊を使役する。魔物が苦手とする精霊を使役するポーラスは、自ずとオルキュラスよりも力が上になる」

「じゃあ、オルキュラス様はもう卵を盗んだり、悪いことをしたりしないってことなんですか？」

「ポーラスの目が光っているうちは悪さも慎むだろう。いずれこうなるとはわかっていた」

　バルバロスが、精霊に目をやる。

　リアもシルヴァーを見つめる。

「それでは……」

　精霊が頭を下げると、強い光を発した。

　リアが思わず目を閉じた瞬間、シルヴァーもろとも精霊は消え去っていた。

　あれほど酷く降りしきっていた雨も、とどろいていた雷鳴もすっかり静かになり、かき曇っていた空も晴れて、月が顔を出していた。

　シルヴァーがいなくなり、リアの心にはぽっかりと穴が開いたように感じられた。

「バルバロス様……」

　リアは側に立つバルバロスの胸に顔を押しつけた。

「シルヴァーに行ってほしくなかったです……」

「しかし、いずれポーラスは使いを出しただろう。それが今だったのだ……」

　リアは泣きじゃくりながら、

「シルヴァーがいてくれて、わたし、なんだか家族ができたように感じたんです……。父さんと母さんも亡くしたわたしに家族ができたって……」

　バルバロスはうろたえた。

「家族……」

「切っても切れない絆ができたって本当に感じていたんです……」

　その言葉に、リアの本当の不安をバルバロスは感じ取った。

　寿命の長さが違う自分たち、いずれリアはバルバロスよりも先に死んでしまうだろう。

　バルバロスも密かに危惧していたことだ。

　いつまでもいっしょだと言ってもそれは口で約束していることに他ならない。

　確かでない約束がリアを不安にさせていたのだろうか。

　いや……、とバルバロスはその考えを否定した。

　リアとの結びつきの弱さに不安を抱いていたのは自分のほうだ。

「リア……、人間ならば絆を深めるときどんなことをするのだ？」

　リアが涙に濡れた瞳をバルバロスに向ける。

「誓いを立てると聞いてます。契約とは違うんだそうです。約束だけど、ずっと真剣なものなんですって」

「誓いを立てるのか……。リア……、私と家族になりたいか？」

　リアが一瞬目を丸くしたが、嬉しそうに返事をした。

「はい！　バルバロス様と家族になりたいです」

「夫になっても良いのか？」

　バルバロスは誓いを立てても、リアが結局不安に駆られて泣くのではないかと恐れながら尋ねた。

「後悔はしません……。わたし、バルバロス様の妻になります」

「誓いの証は必要か？」

　リアが微笑んだ。

「普通は指輪を用意するらしいです。でもお金持ちだけだと思います。父さんと母さんは指輪なんて贅沢なものをしてなかったから」

「ではわたしたちは準備しよう」

「指輪を？」

「魔力のあるものを。誓いを破れば指がちぎれる」

「ええ!?」

　すると、バルバロスがおかしそうに笑った。

「冗談だ。しかし、お互いのための魔力を封じた神聖な指輪を作る」




　塔に入り、二人はお互い抱きしめ合った。

　指輪はまだだけれど、心はすでに夫婦となった。

　いくらリアがいつまでも離れないと思っていたとしてもそれはリアだけの誓いでしかなかった。

　バルバロスがいくら離さないと言ったとしても、それは一方通行な願いかもしれなかった。

　けれど、その思いを形にしてお互いの指にはめれば、その誓いをいつまでも忘れることはない。

　柔らかなベッドに二人で腰掛け、いつになく丁寧にキスを交わす。

　ハラハラとどこからともなく花びらが舞い落ちてきた。

　花が冠のようにリアの髪に絡まって、甘い香りを発している。

「花が……」

　リアが驚くと、バルバロスがこともなげに言う。

「今日は特別な日だ。祝福の花をおまえに捧げよう」

　リアははにかみながら、答える。

「それはバルバロス様もいっしょです。いっしょに祝福されないと」

「そうか……」

　二人は柔らかな唇を触れあい、その甘い膨らみを吸う。

　舌を擦りあって、蕩けるような吐息を漏らした。

「は、ぁ……」

　リアが唇を離すと、バルバロスが優しくねだるように、

「口づけだけでは足りない……、おまえを抱きたい」

「バルバロス様」

　その言葉にリアの下半身がキュンと疼く。求められて嫌なわけがない。夫婦として最初の神聖な契りを結ぶのだから。

　口づけだけでは足りないと言いつつ、その唇も離したくないとでも言いたげに、何度も重ねる。チュプチュプと音を立てて舌を吸い、唇を交わしあう。

　リアの服をゆっくりと脱がしながら、バルバロスが自分のシャツを脱いでいく。

　彼の引き締まった肉体にリアの手が触れる。滑らかな肌に指を這わせて、うなじから彼の髪の中へ潜り込ませる。

　興奮にしっとりと汗を浮かべる二人の肌が密着し合う。

　バルバロスの体からかすかにジャコウのような香りが匂い立つ。

　それなのに彼のほうから、リアの耳元へ囁いてくる。

「おまえから甘い花の香りがする」

　唇を耳に押し当てて、舌先で耳殻をくすぐった。

　くすぐったさにリアは体を捩り、クスクスと笑い声を上げた。

　リアの耳から離れ、彼の唇はかすかに舌先で彼女の肌を伝い、重力に押し潰されてもなお丸い、柔らかな胸へと下りていく。

　てっぺんでうっすらと桃色に染まっている乳首とかすかなピンク色の乳輪を舌で押し潰した。

　その力に抵抗するように丸い茱萸ぐみが固くなる。それを彼が舌先で転がし、乳輪をなぞる。

　リアの背に心地いい震えが走って行く。

「あ、ぁ……」

　甘い震えが下腹部にまで届き、子宮が勝手に収斂する。

　より快感を味わおうとリアは胸を突き出し、バルバロスにまるみのある乳房を差し出した。

　両の乳房の片方を彼の大きく温かな手のひらが包み込み、茱萸をこね回してくる。指先でその頭をかいたり、つまんでねじる。

　そのたびにリアの秘めやかな場所がじんと痺れて、茂みに隠れた陰核が膨れてくるのがわかる。

　だんだんと切なくなってきて、彼女はねだるように喘いだ。

「あぅ……、あぁん」

　リアの火照った肌からさらに花の香りが匂い立つ。その肌の汗をバルバロスが舌で舐め取った。

「甘い味がする……」

「いや……」

　恥ずかしいのに、体の深奥へ彼が与えてくれる甘美な感覚を欲しがって、腰を揺らめかせてしまう。

「……バルバロス様が欲しい……」

　震える小さな声で、リアはねだってみた。

　高鳴る胸の期待が体の奥からにじみ出てくるようだ。蜜道は湿り、透明な花の蜜が溢れている。

　内腿はすっかり濡れそぼっていて、彼の侵入を待ち構えていた。咲きこぼれる花は赤く染まり、花心は熟れた実のようだ。

　バルバロスがそっと触れると燃えるように熱い。

「はぁ……」

　鼓動が激しくなっていき、蕩けるようなため息がリアの口から漏れた。

　もう待ちきれないとでも言いたげに、彼女は腰をバルバロスの股間に強くこすりつけた。

　彼もまた恍惚とした表情を浮かべて腰の硬くなった刃を構えて、リアの花へと突き刺した。

「あぁあん！」

　ズンとくる衝撃に、彼女は嬉しそうに声を上げた。

　熱い肉棒を押し込まれる度に、蜜襞がやわやわとうごめき、リアの悦びと連動する。

　リアの子宮の入り口をぐっと押し広げようとする肉先の力強さに、全身が震えてくる。

　込み上げてくる痺れで、背筋に火がつき燃え上がるようだ。その熱に浮かされて、リアは何度も嬌声を上げた。

　そしてむせび泣くような声で、何度もバルバロスの名を呼んだ。

「バルバロス様、バルバロス様ぁ」

　しがみつく力が強まると、それに応えるように彼の腰の突き上げも激しくなっていく。熱い飛沫が何度も子宮にたたきつけられるけれど、萎える気配もない。

　胎内に熱量を感じ、リアはより一層悦びを覚える。

「気持ちいいですか……？」

　自分もとても気持ちいいとリアはバルバロスに訊ねる。

「あぁ……、おまえの中は灼熱のようだ……。溶けてしまいそうだ」

　彼の言葉に彼女はふるふると隘路が震え、ますます狭まり、彼自身を引き絞るのを感じた。

「そんなに締め付けないでくれ……」

　バルバロスが切なそうに囁いた。

　その吐息がリアの耳たぶにかかり、途端に電流のような官能が込み上げてきた。

「あっ、あぁあっ」

　稲妻のような愉悦に全身がビクビクと痙攣する。ぎゅっと握りしめるように蜜道がさらに狭まって、剛直にまとわりついた。

「ううっ……」

　バルバロスがうめくと、リアの中に何度放ったかわからない体液がほとばしった。

　まだピクピクと体を震わせているリアの耳元に、バルバロスが甘く息をかける。

「愛している……、リア」

「あ……、ぁぁ……」

　言葉にならない震え声で、リアもその呼びかけに応えた。

「おまえが病めるときも、苦しんでいるときも、喜びを感じているときも、どのようなときも……、おまえとともにいる。おまえとともにおまえの人生を歩むと誓う」

　彼の言葉にリアはうっすらとまなじりに涙を浮かべる。
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「バルバロス様……」

　そのまぶたに、彼が口づけを落とす。

　リアの胸は神聖な誓いに震え、感動にいつまでも涙が止まらなかった。




　それから幾月もせぬうちに、時折白いドラゴンが訪れるようになった。

　すっかり大人になったシルヴァーは、あの臆病な性格も嘘のように治り、堂々とした姿を見せてくれる。

　時折、森の木陰から赤い猫が見えるような気がしたけれど、気のせいかもしれない……。

「バルバロス様、お茶にお付き合いくださいな」

　塔の袂にテーブルと椅子を並べ、お茶菓子とお茶をテーブルの上に置く。分厚い本を抱えたバルバロスの右手にはプラチナの指輪が輝き、カップを持つリアの右手にも同じ指輪がはめられている。

「やれやれ……」

　シルヴァーを囲んで和やかに団らんする。

　平和で穏やかな家族の集い。

　なんだかんだとお茶に付き合うバルバロスもどこか嬉しそうだ。

　ホールケーキを目の前にしたシルヴァーはもう待ちきれないと、大きな口にケーキを頬張る。

「あ、駄目よ。待って、シルヴァー！」

　森の梢からピチュピチュと鳴きさざめく小鳥が飛んでいく。

　空は晴れ渡り、澄み切っている。

　風も涼やかで心地いい。

　緑の芳しい香りがリアの鼻腔をくすぐる。

　自分で用意したクッキーやケーキが、口の中で甘く溶けていく。

　テーブルに置いていた彼女の手に、そっとバルバロスが手を重ねた。

　リアは彼を見つめて顔をほころばせた。

「バルバロス様、わたし、すごく幸せです」

　バルバロスも同じように笑みを浮かべる。

「私もだ……」

　シルヴァーの見ている前で、二人はチュッと甘いキスをしたのだった。








★おわり★
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